
第７回 フレッシャーズ・カンファランス 要旨記載について 

 

（１）要旨作成上の注意事項 

・要旨の校正等は行いません、記載されたとおりに要旨集に掲載いたしますのでご確認の上ご

提出ください。 

・図表は使用できません。白黒での表示のみとなります。 

・フォントは、ＭＳゴシック１２ポイントを使用してください。 

・所属の略号は以下の例にならってください。 

 ○○薬科大・薬   ○○大院・薬   ○○病院・薬剤部   ○○薬局 

・発表者は１０名以内に限ります。 

・要旨本文の文字数は全角換算４２文字×１３行（総文字数５４６字）以内としてください。 

 （空白・スペースは含まず５４６文字以内で可） 

・提出する際のWordファイル名は、筆頭演者の氏名を付してください。 

 

（２）演題カテゴリーについて 

 ・該当するカテゴリーの番号と項目を要旨のカテゴリー欄に記載してください。 

 ・複数のカテゴリーの該当する場合は、主な一つを選択してください。（複数カテゴリーの記載

不可） 

 

 1 製剤・品質 

2 細胞 

3 分析 

4 感染制御 

5 薬物動態 

6 薬物治療・有害事象・副作用 

7 ビックデータ・医薬品情報 

8 システム 

9 高齢者 

10 病院・薬局実務 

11 地域医療・在宅医療・薬薬連携 

12 その他 

  

 

 

 

 

 



（３）要旨作成例 

 

 ・上のマスから順に、「カテゴリー番号、項目」「演題タイトル、演者情報」「要旨本文」を記載

してください。 

 ・要旨本文の最後には本文の文字数を記載してください。

 

６ 薬物治療・有害事象・副作用 

ＣＹＰ２Ｄ６遺伝的変異型に対する飲食物成分の阻害効果の検討 

○慶應 太朗 1)，東大 二郎 2)，病院 三郎 1,3) 

1) 慶應大・薬，2) 東大院・薬，3) 慶應大病院・薬剤部 

【目的】シトクロムP450 (CYP) 2D6 は多型性に富み、CYP2D6 阻害剤の阻害強度も遺伝的

バリアント間で異なることが報告されている。我々はこれまでに、○○○○○○○○○○○

○を報告した。そこで本研究においては、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○を目的とした。 

【方法】CYP2D6 各種遺伝的バリアント発現膜は、○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○調製した。○○○○○○○○○○○○は○○○○○○により測定し

た。○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

【結果】○○果汁に含まれる○○○○○○は濃度依存的にCYP2D6各種遺伝的バリアントの

○○○○○○代謝活性を阻害した。その阻害強度は○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

【考察】○○果汁は、日常的な摂取量においても○○○○○○。○○○○○○による○○○

○○○については十分な注意が必要と考えられた。一方、○○○○の阻害作用は遺伝的バリ

アント間で著しく異なっていたことから、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○と考えられた。 

 

＜文字数＞ ４６８文字 

 

 


